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京

税

敗

業

時

代

ι
資
本
実
義
一

t

以
上
、
列
泉
性
し
が
'
却
を
戯
重
な
る
規
定
配
設
け
し
に
不
拘
、
資
点
的
大
企
業
家
は
之
れ
が
斜

め
に
造
港
総
棒
を
戚
ポ
ー
る
と
と
な
か
F

り
を
、
何
と
な
れ
ば
?
彼
等
、
が
五
市
の
憶
を
宿
す
る
と
、
獄
滋

に
於
け
る
都
市
が
政
治
上
極
め
て
重
要
な
み
地
位
仁
み
る
と
、
中
央
政
府
の
不
振
な
ゐ
と
、
官
桃

1
」
是
等
商
人
と
の
間
以
艇
め
て
鋭
腐
な
る
関
係
の
存
せ
し
と
と
は
、
慾
に
以
上
の
如
を
規
定
を

し
て
何
等
の
僚
依
な
口
を
死
女
と
化
せ
し
め
、
資
本
主
議
の
火
の
手
は
袋
々
焔
ん
な
る
に
淫
れ
b
u

.・
‘ 
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明
治
問
十
一
一
一
年
六
月
一
、
二
、
三
日
稿
)

色、
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-t 

圃
圃
置

め
北
ら
ば
、
或
は
3
う
わ
ゆ
も
知
れ
ぬ
、
だ
が
腿
史
と
い
ふ

る
の
は
誌
ゐ
所
外
に
疎
は
れ
る
唱
の
で
あ
・
り
ま
す
れ
ら
~

一
之
を
西
洋
で
は
、
ヒ
λ

ト
リ
ー
と
い
ふ
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
で

一
は
銅
山
い
、
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
ふ
)
ど
う
い
ふ
滋
吹
か
、
恭

一
議
は
分
ら
ぬ
が
、
日
-
本
で
は
之
常
プ
ヒ
ト
ー
し
い
ふ
ー
プ
ヒ

一
ト
ー
し
い
ふ
の
は
、
-
交
の
入
、
交
の
上
に
現
は
れ
投
入
の
行

今
日
以
「
傑
出
ん
の
一
袋
一
聞
と
い
ふ
題
γ
病
げ
覧
会
主
し
北
…
跡
が
郎
町
い
JMm-見
で
あ
る
、
期
う
プ
ヒ
ト
と
い
ふ
滋
味
を
解

只
今
名
村
凶
訴
の
阿
脱
出
凡
の
感
問
に
付
て
の
御
技
女
が
山
山
花
一
品
。

J

ゐ
、
ぞ
れ
寸
比
の
人
組
川
枇
舎
の
古
川
V

事
を
碗
究
ず
る
県

炉
、
私
は
歴
史
は
い
梨
両
よ
み
見
る
と
い
hb
川
氏
究
そ
出
さ
な
一
間
は
色
々
あ
る
が
、
考
古
卒
、
識
は
人
級
感
弥
と
い
ふ
の

く
て
は
な
ら
ぬ
、
諸
活
隊
史
に
か
志
が
あ
る
な
ら
ば
、
随
一
拡
、
月
足
以
皆
古
い
遺
物
仁
依
て
調
べ
て
、
コ
う
し
て
其
締

A
H
極
々
の
方
一
聞
か
ら
阪
市
A
E
か
滋
み
に
な
ら
な
く
て
は
な
一
究
一
札
付
て
、
女
帝
…
日
に
山
山
て
泌
る
ぷ
じ
の
か
~
参
考
し
、
日
前
例
採

ら
ぬ
が
、
嘉
一
間
と
い
ふ
と
i
L
d
u
伶
滋
必
M
M
i
f
『思

h

如
、
そ
れ
で
T
一
糸
一
考
し
、
確
な
物
を
捕
へ
て
研
究
す
る
が
主
眼
で
み

，
ゅ
よ
眠
状
面
ょ
ん
見
た
る
日
本
総
史
に
討
て
は
、
勝
一
点
の
・
表
面
て
ゐ
、
古
い
時
代
よ

b
の
・
文
書
記
録
に
舎
を
一
攻
以
し
北
行
跡

は
一
男
で
、
来
耐
は
女
ー
し
い
ふ
乙
之
に
な
っ
て
居
る
か
、
裏
一
企
調
べ
る
、
そ
れ
に
付
て
一
泊
去
の
事
肢
を
考
ヘ
て
、
務
官
術

師
以
女
兵
二
口
仁
守
口

J3認に
い
わ
ぬ
、
…
…
一
一
川
吋
，
b
m
川
女
で

J

いの
1

り
一
の
考
に
松
町
一
す
る
と
い
ふ
然
に
、
先
づ
州
母
、
ん
か
筋
で
あ
ん
ま
'

ふ
ん
す
げ
川
、
人
減
枇
合
格
亡
の
有
様
は
、

m刀
が
外
に
出
一
て
働
…
ず
、
そ
れ
が
山
見
事
の
根
本
ず
の
J

り
ま
す
、
根
本
の
機
。
所

い
て
応
る
九
認
の
所
後
に
は
女
が
家
庭
仁
居
っ
て
そ
れ
を
二
が
書
を
物
ー
で
あ
ん

J

ト
士
、
す
が
、
此
の
没
自
営
物
の
樹
.
知
地
川
口
議
於

似
か
せ
一
て
以
加
ッ
G
1
3う
合
同
へ
ば
、
吸
は
女
わ
ち
働
か

3
れ
・
問
で
は
、
歴
史
と
い
ふ
ρ
も
の
は
多
〈
物
総
紙
で
成
立
っ
て

て
印
刷
込
識
だ
が
、
事
に
依
つ
北
Jh-1
ば
、
認
の
事
抑
具
合
実
一
'
留
一
応
ゐ
、
且
ぬ
が
俄
税
磁
白
い
対
も
の
で
あ
ち
ま
す
、
物
部
総
L
4

総

mwdun-

議-

吋 川 |

ダ持

経

史

の

設

i函
ラ長

R
U
F
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波

川

、

阿
川
崩
し
て
~
一
一
口
へ
ば
、
総
繰
…
帥
の
諦
総
?
"
問
く
様
な
喝
の
f?"
中
ば
、
識
は
風
俗
総
乱
と
わ
、
安
惇
秩
序
合
妨
採
す
ゐ
と
わ

に
は
随
分
興
味
の
あ
る
の
が
あ
ふ
、
け
れ
ど

q
興
味
が
あ
仰
と
か
い
を
ふ
乙
と
で
人
後
行
禁
止
常
食
う
た
わ
都
知
れ
な

J

る
丈
け
過
去
の
木
監
の
真
相
子
日
書
い
従
も
の
わ
と
一
お
と
大
一
ぃ
、
そ
れ
で
は
政
府
が
人
の
白
尚
子
審
ヲ
と
か
、
仰
と
が

を
な
疑
が
あ
る
先
づ
泌
必
ず
腿
な
ζ

と
が
多
い
、
そ
ん
な
も
一
業
時
に
は
膨
ら
せ
て
怒
っ
柱
、
自
由
を
胤
ハ
ヘ
v
b
木
殺
の
良

、
の
は
呉
の
史
感
に
駄
な
ら
な
い
、
そ
れ
で
女
寄
託
銀
の
確
一
い
政
府
で
、
立
憲
政
治
の
本
ー
常
の
政
治
で
終
く
て
は
い
わ

な
物
に
依
て
事
費
一
を
碗
究
し
て
行
く
と
い
ふ
r
と
仁
近
来
は
一
ぬ
と
ふ
一
一
口
っ
て
宜
い
が
、
政
治
で
な
く
号
、
一
枇
命
日
の
制
裁
と

な
っ
て
印
刷
る
、
そ
れ
で
は
換
の
交
番
託
銀
と
い
ふ
も
の
一
い
ふ
誌
の
が
あ
っ
て
人
の
行
跡
な
ふ
一
一
肉
親
は
す
古
来
に
於

で
ぺ
尽
に
昔
の
人
の
潟
し
大
行
跡
の
山
県
紛
が
本
設
に
知
れ
一
て
、
差
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
乙
と
が
随
分
多
い
、
殊
に

お
か
、
そ
れ
は
俄
符
薄
弱
な
鳴
り
と
い
去
設
が
あ
っ
て
、
一
番
念
物
に
は
徐
稜
差
被
え
る
乙
と
が
多
い
の
が
、
N

裁
が
人

史
事
と
い
ふ
唱
の
は
成
立
ぬ
が
℃
の
で
あ
る
、
失
張
'
り
間
関
一
間
一
枇
舎
の
総
て
の
傾
を
み
る
に
依
て
、
実
世
一
日
沌
鍬
に
が
も
確

を
見
、
静
料
、
乞
聞
く
様
な
沙
も
の
だ
と
い
ふ
、
感
口
が
あ
る
な
事
変
を
書
い
て
弘
、
事
が
必
中
'
残
っ
て
印
刷
る
と
い
ふ
と

が
、
コ
ラ
は
い
く
ま
い
p
t・
忠
ふ
、
け
れ
ど
唱
究
書
記
銀
と
は
是
は
党
れ
な
い
乙
と
で
、
そ
れ
で
勝
一
氏
に
は
、
ど
う
し

い
ふ
唱
の
は
、
随
分
不
自
由
な
告
の
で
、
枇
舎
の
呉
羽
を
て
も
裏
悩
ど
凡
な
く
て
は
、
歴
史
駄
目
比
え
ぬ
と
い
ふ
乙
と

書
を
現
は
す
と
と
は
先
づ
出
来
な
い
之
官
っ
て
唱
宜
い
、
を
私
以
舷
に
礎
信
ず
る
の
で
あ
一

b
ま
ず
、
薬
事
を
近
く
中

文
書
の
み
'
な
ら
歩
、
総
ヱ
一
一
日
黙
の
上
仁
て
哲
人
の
事
駿
I

乙
せ
ば
、
新
聞
附
の
雑
報
で
あ
1

り
ま
す
、
総
載
と
い
ふ
替
の
が
~

い
ふ
も
の
け
い
、
十
分
ド
兵
相
を
宮
山
ナ
ア
ヤ
と
は
、
先
づ
不
一
舵
舎
の
今
日
の
出
来
事
守
主
(
俄
書
く
と
ー
に
は
出
来
な
い
、

可
能
の
事
2
・
思
ふ
、
近
い
所
の
談
線
以
、
私
の
設
い
、
党
議
色
々
舟
拾
掛
的
が
あ
る
、
決
し
て
京
而
わ
ら
書
く
亡
と
は

変
新
聞
の
裏
面
ょ
ん
J
H
ル

twb日
本
Mm史
は
、
ア
レ
マ
遇
泌
出
来
ぬ
、
共
ょ
に
雑
報
記
者
と
い
ふ
点
告
が
、
事
貨
を
少
し

し
北
け
れ

rM刀
、
ア
レ
を
モ
ウ
少
し
愛
し
く
替
い
化
、
な
ら
而
白
〈
、
品
合
併
)
底
、
ず
銭
排
が
あ
る
、
叉
岬
・
''f
切
れ
や
・
無
く
て
は

抗器

七
O
Aハ

‘"←白
】句、

l<. 

ド ド二 .1，・
人ルー.、
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~ 

f 
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月
紛
が
一
取
れ
い
な
い
、
そ
れ
。
雑
報
ど
見
る
に
必
ヂ
英
一
義
が
，
で
あ
る
下
犬
猫
等
の
効
物
以
、
開
準
折
々
に
、
そ
れ
を
路

あ
る
、
来
之
に
付
て
、
悲
は
斯
ヲ
だ
ら
う
正
一
齢
者
が
段
々
t

傍
の
巡
査
の
前
で
宅
街
で
唱
織
は
歩
、
風
俗
壊
乱
な
乙
と

其
人
の
税
収
ゅ
，
次
第
に
禁
裏
宏
考
へ
て
見
る
と
、
書
Ag
汲
む
〈
を
す
る
、
人
類
枇
命
日
以
、
其

h

院
が
荷
物
の
設
で
あ
ら
う
5

し
が
安
〈
あ
る
、
雑
織
と
い
ふ
も
の
は
、
事
変
に
は
俄
桂
一
ゎ
、
之
を
隠
ず
機
能
が
f

あ
る
に
依
て
、
そ
れ
を

ba'Y
は
無

慾
つ
な
乙
と
が
あ
る
、
中
に
は
品
川
日
滋
に
そ
ん
乙
、
と
は
無
い
一
ぃ
、
そ
れ
に
類
似
の
乙
三
迄
、
隠
す
、
耽
ゐ
と
い
ふ
乙
と

容
だ
と
忠
ふ
1
1
多
く
中
る
、
史
感
の
上
手
主
ず
は
、
此
ぃ
路
一
一
が
あ
る
に
依
て
、
歴
史
而
に
現
は
れ
た
唱
の
は
、
一
枇
舎
の

に
現
は
れ
る
も
の
を
見
ふ
仁
、
勝
良
の
逝
別
を
知
つ
ぐ
印
刷
一
義
相
を
芯
・
1
書
く
乙
と
は
出
来
な
い
、
出
来
な
い
に
依
て

る
1
f
h

能

ベ

分

る

。

‘

一

そ

れ

で

此

治

則

を

捺

し

て

行

く

、

総

℃

の

人

に

掛

F
O

所
の

そ
れ
で
総
て
派
出
入
位
以
強
制
1

乙
い
ふ
唱
の
は
、
仰
で
丸
る
…
議
則
わ
ら
推
測
ゐ
乙
と
が
あ
ふ
、
自
分
が
書
わ
な
い
所
を

-m
之
ム
一
一
口
ヘ
ば
、
枇
舎
の
滋
則
を
先
づ
妓
心
自
分
で
考
へ
な
…
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
目
芯
が
却
も
脱
出
比
一
付
一
裏
面
で
あ
る

、
く
て
は
な
ら
ぬ
、
人
知
枇
舎
が
、
総
て
の
人
の
行
動
止
す
ア
℃
れ
で
人
間
と
い
ふ
る
の
は
、
何
事
を
し
て
行
動
を
し
て

る
の
に
、
議
で
唱
不
正
な
と
と
が
あ
る
答
、
そ
乙
宏
…
っ
-
一
足
る
ふ
、
種
々
の
事
、
ど
し
て
居
る
が
、
一
般
の
人
が
漏
忍

先
づ
根
本
宮
抑
へ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
が
、
モ
川
村
J
Z
抑
ヘ
ゐ
一
く
行
勤
す
る
所
の
遜
則
乞
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
'

に
は
先
づ
之
宇
佐
物
の
評
議
の
機
能
わ
ち
諮
3
な
く
て
は
一
を
究
む
れ
ば
、
人
に
は
慾
と
怖
と
い
ふ
必
仰
が
あ
る
、
此
の

な
ら
ぬ
、
総
て
草
木
よ
b
動
物
迄
、
我
々
も
動
物
、
だ
が
、
一
…
慾
と
怖
の
刺
激
に
依
て
、
そ
れ
か
広
ノ
伎
は
れ
て
効
い
て
必

恐
が
仰
の
軌
道
の
中
に
生
育
し
て
居
る
か
と
言
へ
ば
、
雌
一
る
、
立
(
慾
と
い
ふ
乙
と
に
刺
激
ぶ
れ
て
何
事
に
現
以
れ
る

正
雄
、
M
刀
女
交
令
し
℃

3
う
し
て
自
分
の
綴
類
が
繁
期
・
し
一
か
と
ム
一
一
日
ヘ
ば
、
¥
諮
設
が
皆
識
で
宅
知
っ
て
ほ
泊
る
乙
と
で
、

て
mm
る
の
が
や
…
物
で
ゐ
る
ぺ
(
失
)
諸
君
が
笑
ラ
け
れ
ど
先
づ
麗
〈
ム
一
一
口
へ
ば
次
食
伎
と
い
ふ
悲
の
が
・
肉
慌
を
筏
ふ
に

が
も
、
午
努
で
も
大
根
で
宅
隊
総
交
合
し
て
舗
が
出
球
る
の
必
一
裂
な
惜
の
で
、
目
起
が
無
く
て
防
自
分
ー
の
肉
慨
を
按
ふ
乙

織

;

設

に

!

i

イ

七

O
七

炉
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}

七、
O
八

加

W

E
が
出
来
ぬ
、
そ
れ
で
外
の
動
物
、
が
巡
査
の
前
マ
風
俗
壊
ば
、
食
事
が
侠
ぐ
食
ふ
と
と
が
出
来
る
な
ら
ば
そ
れ
は
総

乱
を
許

3
れ
る
と
と
に
な
る
と
、
目
却
が
侠
乏
し
て
居
る

J

2

構
，
で
あ
る
が
、
食
事
が
滋
ま
な
い
時
以
病
気
で
あ
る
、
叉

、
が
、
人
以
高
物
の
鑓
で
恥
た
知
っ
て
居
る
者
は
、
衣
食
住
)
係
・
り
混
ん
で
食
び
皮
(
て
食
び
皮
く
て
地
ら
ぬ
時
は
、
・
病

2
・M
V

ふ
唱
の
が
無
く
て
は
な
ら
ぬ
が
、
立
(
中
に
衣
服
之
、
一
気
の
作
用
マ
み
る
か
ら
、
共
時
は
投
滋
し
な
け
れ
ば
、
必

居
住
と
い
ふ
も
の
は
~
日
々
の
行
動
に
自
然
に
合
む
け
れ
一
安
病
気
を
段
し
て
印
刷
る
、
そ
れ
が
ら
終
賊
ど
す
る
、
熱
隊

ど
号
、
是
は
先
づ
そ
れ
終
毎
日
の
惑
で
は
細
川
い
、
そ
れ
で
ア
ど
し
て
印
刷
る
聞
は
健
康
憾
だ
が
、
不
服
波
宮
加
す
と
、
ム
初

或
る
献
に
、
っ
ぴ
"
も

b
3と
察
時
、
0
1
し
織
と
ル
札
ん
か
れ
ば
、
恥
一
気
で
あ
ふ
、
榊
制
収
衰
弱
で
ゐ
ゐ
、
叉
眠
、
北
く
て
地
ら
ぬ
、

わ
し
乍
ら
ぴ
宅
J
b
3、
咋
去
る
し
と
い
ふ
歌
が
あ
る
、
そ
れ
一
局
脱
'
り
を
す
ふ
様
に
な
つ
な
の

q
病
気
だ
、
日
足
以
諸
君
、

。
一
詩
人
の
日
々
極
肝
要
な
乙
と
は
、
朝
夕
一
一
…
皮
づ
、
食
一
自
分
で
も
背
知
っ
て
居
る
だ
ら
う
、
食
う
と
限
る
と
い
ふ

べ
る
乙
と
で
あ
る
、
諸
君
は
毎
日
共
の
食
ふ
潟
に
動
い
て
一
唱
し
と
は
誰
で
都
大
概
知
っ
て
居
る
が
、
第
一
一
一
の
ぴ
み
と
い

s

居
る
、
一
食
/
で
る
食
ね
な
い
と
、
直
'
C
仁
び
宅
b
w
d
が
由
一
ふ
ζ
と
に
な
っ
て
は
、
投
滋
が
薄
い
が
、
ゑ
は
今
の
会
と

て
く
る
か
ら
、
食
は
必
要
で
あ
る
、
食
っ
て
人
間
は
何
を
一
限
る
よ
1

り
ρ
明
文
肝
要
で
あ
る
、
秘
結
す
る
そ
れ
わ
包
浮
か
I

り一

然
し
て
印
刷
る
わ
と
吉
ヘ
ば
、
食
う
て
限
る
、
此
二
つ
で
あ
一
ー
と
し
て
居
る
内
に
、
ひ
ょ
っ
『
乙
脳
磁
血
で
死
ぬ
、
悲
が
印

る
、
そ
れ
に
モ
ウ
一
つ
あ
る
、
是
が
叉
ム
一
一
口
ふ
と
と
が
出
来
一
も
慾
と
い
ふ
唱
の
也
、
刺
激
よ
ち
し
て
行
動
す
る
人
以
、
大

な
い
、
そ
れ
は
仰
か
と
い
ふ
と
、
ひ
ゐ
と
い
ふ
乙
;
乙
で
、
一
抵
食
ふ
事
と
思
っ
て
居
れ
ば
宜
い
九
諸
君
の
総
な
感
問
し

人
と
い
か
者
は
か
立
に
食
事
を
し
て

3
う
し
て
能
く
眠
つ
プ
記
入
は
別
、
だ
が
、
喚
問
せ
ぬ
者
は
皆
ヌ
一
点
ノ
凋
で
あ
る
、
官
ず
に

て
3
4ノ
じ
て
以
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
此
一
一
一
つ
が
輸
は
な
ぐ
依
る
と
食
ふ
潟
で
な
く
て
号
、
金
b
J
一
議
同
ぬ
る
人
け
い
、
悲
は

い
の
宏
病
議
会
三
、
そ
れ
で
自
分
に
衛
生
と
い
ふ
乙
と
‘
蜜
蜂
の
様
な
が
も
の
で
、
多
少
故
M
め
る
と
、
滋
に
俄
か
ら
取

じ
本
常
仁
役
滋
し
て
自
分
の
身
慌
が
貴
重
仁
み
る
な
ら
十
ら
れ
だ
仕
舞
ふ
、
普
巡
の
者
な
f
h

ば
、
慾
情
に
刺
激
ち
れ

，"I-f. ' 

司L

E 

で
食
ふ
、
モ
ゥ
一

w
ノ
無
く
て
な
ら
ぬ
の
は
情
戚
で
あ
る
、
…
y
い
者
、
だ
!
と
山
一
一
口
以
れ
皮
い
と
い
ふ
・
認
が
あ
る
、
英
躍
が
占
め

是

ιυ
一
汐
の
健
康
に
伴
つ
、
て
の
で
、
是
が
叉
一
寸
一
ニ
ヅ
あ
る
に
依
て
、
諸
君
の
勉
強
す
る
の
刃
も
そ
れ
が
潟
で
あ
る
、

る
、
一
吋
ノ
は
家
庭
、
家
、
放
或
は
朋
友
弥
、
が
小
家
庭
で
、
互
ぞ
れ
は
宜
い
が
、
女
は
少
し
遼
ふ
、
装
備
し
て
庇
祭
と
い

に
話
を
す
る
、
物
を
食
べ
る
、
相
互
に
打
解
け
て
話
す
問
ふ
も
の
仁
志
る
是
は
一
女
に
限
っ
て
居
る
が
、
そ
れ
で
総
℃

仁
一
粉
州
仰
が
融
和
す
る
、
モ
ウ
…

y
は
長
物
の
幾
み
で
、
前
の
慾
、
が
成
立
っ
て
、
男
女
一
枇
舎
が
成
立
っ
て
印
刷
ふ
の
で
あ

仁
現
は
れ
北
草
木
に
花
が
咲
く
、
烏
が
附
く
、
花
鳥
風
月
、
ー
り
設
す
が
、
之
を
名
づ
け
℃
名
利
名
問
と
い
ふ
、
名
利
名

共
他
総
て
の
景
色
を
凡
て
、
そ
れ
に
付
て
歌
を
一
線
ひ
と
か
間
の
潟
に
人
紙
一
枇
舎
は
働
い
て
ほ
泊
る
、
諸
君
が

3
う
す
や

種
々
の
事
が
あ
っ
て
牝
精
子
慰
め
て
、
魁
味
と
い
ふ
も
の
な
い
と
言
っ
て
自
ら
之
を
否
認
し
ゃ
う
と
思
っ
て
唱
能
く

が
そ
れ
か
ら
生
歩
る
、
女
感
的
の
投
惑
掠
号
是
か
ら
生
b

考
へ
て
御
附
見
な

3
ぃ
、
失
張
b
名
利
名
川
刊
の
外
無
い
、
骨
骨

〈
川
臨
み
が
是
わ
ら
出
来
て
ほ
仰
る
、
之
を
以
て
精
紳
を
慰
め
の
名
利
名
問
寸
働
い
て
居
る
所
の
其
の
事
業
と
か
い
ふ
鳴

る
、
そ
れ
が
ら
モ
ウ
一

γ
あ
る
、
必
・
ポ
J

裏
面
に
ど
う
し
て
の
は
、
恰
電
車
木
の
芽
を
吹
念
花
炉
開
く
E
ζ

防
b
様
に
、

が
も
残
る
判
定
が
一
川
/
・
究
寄
託
銀
の
み
な
ら
や
J

、
口
仁
ム
一
一
口
ふ
の
百
科
の
皐
問
を
起
し
て
行
く
定
が
人
間
の
働
〈
現
象
で
あ

も
悌
る
が
、
モ
ウ
一
吋
ノ
以
男
女
交
令
、
ぞ
れ
丈
け
で
俄
h
，
る
ト
花
と
い
ふ
宅
の
は
美
し
い
唱
の

ιな
っ
て
居
る
が
v

先
に
符
を
治
め
、
?
に
控
〈
が
、
そ
れ
が
品
川
の
び
る
I
C
い
ふ
美
し
く
な
い
る
の
が
あ
る
)
共
裏
闘
を
見
て
何
の
潟
に
期

の

ι同
b
位
な
N

も
の
で
、
日
高
が
無
く
て
は
惜
の
刺
激
が
出
う
い
ふ
花
が
咲
い
七
わ
し
ム
一
一
日
へ
ば
、
い
つ
の
間
に
わ
交
合

来
ぬ
、
一
編
曲
に
、
織
は
曲
者
t
ζ

い
ふ
歌
が
あ
る
、
除
・
ウ
狼
目
し
て
積
を
生
み
附
け
て
、
貨
を
絡
ん
で
ほ
泊
る
、
花
の
薬
師

識
に
捗
ら
ぬ
所
で
、

H
却
で
誌
を
M
W
ト
り
ま
す
が
~
そ
れ
で
慾
)
じ
は
、
必
ポ
/
子
を
生
ひ
機
能
が
も
ゃ
ん
と
働
い
〈
底
っ

と
情
と
の

ω泌
を
織
す
に
付
て
、
共
中
に
名
器
必
と
い
ふ
芯
て
、

3
う
し
て
後
に
種
に
な
み
、
そ
れ
が

ωも
人
類
識
に

剖
の
が
出
て
く
る
、
そ
れ
で
一
人
で
素
晴
ら
し
い
者
だ
べ
込
総
て
生
物
の
行
動
で
あ
る
、
ぞ
れ
か
ち
し
て
舵
舎
の
旗
史

七

。

丸

、

'

ー
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講

演

上
の
通
則
が
出
て
く
み
が
、
先
づ
総
て
の
物
が
子
を
生
懸
史
上
が
ち
大
視
し
て
見
れ
ば
、
弱
の
肉
を
制
限
が
食
っ
た

り
、
子
と
い
ふ
も
の
は
、
物
仁
依
ふ
と
、
深
山
生

U
Hも
の
と
い
ふ
よ
ら
仕
方
が
無
い
λ

其
他
色
々
な
事
が
あ
っ
〈
、

ijy
、
総
拡
は
、
数
の
子
と
い
っ
て
中
々
多
い
)
英
外
動
物
「
人
の
数
が
幾
ら
わ
制
限
3
れ
て
ほ
泊
る
が
、
詰
ゐ
所
外
の
嫌

に
予
を
持
つ
の
が
多
い
も
の
が
あ
る
、
植
物
も
稼
山
持
つ
二
に
、
他
か
ら
食
ふ
奴
が
な
い
か
ら
人
頻
繁
殖
と
い
ふ
乙
と

あ
れ
が
皆
あ
の
通

b
に
生
活
す
る
な
ら
ば
、
世
の
中
川
弘
紙
一
一
が
非
常
に
多
い
、
是
が
一
番
騒
史
上
の
原
則
で
、
，
是
か
ち

ゃ
側
酬
で
蝿
め
る
答
、
だ
が
λ

動
物
に
制
裁
が
あ
っ
て
、
所
間
一
し
て
闘
の
治
乱
興
肢
が
辿
る
、
謀
本
を
詰
め
る
と
月
入
額

制
仰
の
肉
は
強
の
食
と
い
ふ
乙
、
と
が
あ
る
、
深
山
生
む
け
れ
一
一
繁
殖
と
い
ふ
乙
と
で
、
之
を
一
方
か
ら
世
一
回
ヘ
ば
i

人
が
犬

ど
唱
他
の
奴
が
皆
食
っ
て
仕
舞
ふ
わ
ら
、
後
に
大
会
く
な
一
婦
で
ザ
ナ
を
生
む
、
恭
子
に
自
分
の
名
春
の
位
地
を
残
す
~

る
奴
は
盤
、
わ
し
が
な
い
、

3
う
い
ふ
仕
掛
，
で
あ
る
、
総
て
一
土
地
を
一
議
L

り
家
の
株
を
譲
っ
て
、

3
う
し
て
先
づ
慾
を
慰

動
物
が
共
通

2

り
で
、
諸
君

q
其
の
一
類
で
、
;
刀
か
ら
寄
っ
一
日
め
、
繁
昌
吉
せ
ゃ
う
之
い
ふ
乙
と
を
…
般
の
者
が
希
明
治
し

食
ら
牛
よ
ウ
は
弱
い
が
、
同
仰
の
肉
は
践
の
食
で
、
其
肉
を
一
て
居
る
、
其
内
に

g
m仰
い
者
よ
よ
ソ
唱
扱
い
者
、
馬
胞
な
者

食
っ
て
甘
い
之
官
っ
て
溺
る
、
制
仰
の
肉
は
磁
の
食
モ
、
世
一
よ
1
9
4
利
口
な
奴
が
上
に
立
っ
て
、
そ
れ
を
我
が
子
孫
ぶ

の
中
川
臥
相
制
し
て
、
動
物
は
マ
少
し
位
は
あ
っ
て
呉
れ
大
一
体
ヘ
様
と
い
ぶ
乙
と
を
思
ふ
、
是
が
人
類
一
枇
合
の
総
ー
の

い
Fr忠
ふ
け
れ
ど
も
が
、
住
友
よ
・
0
は
減
っ
て
仕
舞
ふ
、
一
行
動
に
現
肱
れ
て
く
る
、
詰
I

り
其
の
子
孫
の
繁
策
企
図
つ

人
間
に
去
っ
て
除
食
ふ
と
と
が
由
来
な
い
、
外
に
食
ぴ
子
一
て
自
分
の
家
を
何
鼠
迄
も
大
き
く
な

3
う
と
い
ふ
此
の
競

が
無
い
、
け
れ
ど
も
此
の
人
間
枇
舎
の
中
仁
は
、
弱
肉
強
一
等
の
上
よ
J

り
世
の
中
が
乱
れ
て
来
る
、
総
燥
化
を
し
て
来
る

食
之
い
ふ
筋
に
常
る
行
動
が
あ
っ
て
、
保
一
史
上
に
所
南
令
一
の
で
あ
る
、
，
故
に
歴
史
の
裏
面
広
ほ
必
歩
男
女
と
い
ふ
者

戦
と
い
ふ
と
曹
と
が
起
っ
て
、
人
を
演
す
、
此
問
日
露
戦
争
が
後
ろ
に
絞
ま
っ
て
居
る
、
入
額
の
繁
殖
と
い
ふ
沙
も
の

の
臓
に
十
湾
近
く
の
人
営
改
し
て
仕
舞
つ
柱
、
ア
レ
杯
も
は
、
制
だ
の
縦
、
だ
の
と
極
端
に
遼
ふ
け
れ
ど
宅
、
之
を
俄

..，'、守 l ・、
。 ι ‘
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に
穣
っ
て
見
れ
ば
、
夫
姉
と
い
ふ
者
が
出
て
此
の
犬
約
が
う
い
ふ
乙
と
か
と
守
口
へ
ば
、
一
一
一
ヅ
の
放
と
い
ふ
の
は
、
犬

自
分
一
一
俗
的
子
を
持
っ
と
す
れ
ば
、
ご
が
凶
と
な
J

り
凶
が
締
で
子
炉

u

持
つ
所
、
ょ
'
一
り
し
て
、
自
分
の
身
mm阻
止
臼
分
の
火

八
に
な
る
、
ゑ
わ
ら
積
っ
て
行
け
ば
九
代
目
に
は
五
百
幾
一
が
み
ん

J

て
子
、
が
あ
る
、
ゑ
む
と
放
、
そ
れ
か
ら
槌
の
傍
に

人
か
に
な
る
、
夫
婦
で
朗
人
と
い
ふ
卒
均
が
俄
t

り
多
滋
ぎ
一
兄
弟
妨
妹
と
い
ふ
者
が
出
来
て
、
尖
子
兄
弟
姉
妹
が
燥
が

犠
と
い
ふ
か
考
が
ゐ
る
か
知
ら
ぬ
が
、
昔
の
人
以
、
震
貴
一
一
一
一
放
、
日
延
寸
三
代
縫
っ
て
印
刷
る
、
之
仁
川
肌
尖
が
上
に
あ
っ
/

の
人

ιい
ふ
者
は
、
・
姿
と
い
ふ
者
を
持
つ
・
党

-m
ら
、
子
孫
一
て
、
組
尖
と
尖
ー
に
自
分
Ef--
子
と
孫
、
之
を
五
校
と
い
ふ
、

は
此
の
数
よ
1

り
は
多
く
な
る
、
犬
締
が
ゆ
水
を
越
し
た
並
(
家
…
模
に
伯
尖
1
ζ

甥
と
従
兄
弟
が
出
来
て
く
る
、
起
丈
け
が
縦

の
家
放
が
、
九
代
目
に
は
千
人
以
上
に
な
る

tc平
均
し
て
…
放
と
い
ふ
、
親
校
と
い
ふ
者
は
、
仰
が
一
番
縦
し
い
か
と

蛍
い
、
J

一
人
が
千
人
に
な
れ
ば
、
前
石
の
土
地
&
持
つ
食
山
一
一
口
へ
ば
、
三
放
が
一
癖
判
明
し
い
、
モ
ゥ
一
ッ
純
伐
れ
ば
五

者
拡
、
一
家
紋
仁
十
石
し
か
州
問
山
門
前
る
乙
と
が
出
来
決
、
十
一
放
に
な
る
、
之
に
モ
ル
ノ
一
ヅ
自
分
の
秘
尖
に
湖
尖
b
v
加
へ

高
石
一
地
所
を
持
つ
大
者
、
が
、
百
石
づ
、
制
皆
川

bι
い
ふ
と
一
、
党
の
史
的
施
尖
、
骨
組
一
火
、
蹴
火
、
尖
、
己

γifm五
代
に

E
ζ

仁
な
る
か
ら
¥
一
方
に
は
家
族
が
繁
摘
し
て
く
る
か
一
ー
な
る
、
下
仁
川
村
孫
、
背
孫
、
・
玄
孫
、
と
い
ふ
者
を
加
ヘ
て
、

l

i

ち
、
一
方
に
は
土
地
を
取
ら
衣
け
れ
ば
な
ち
め
、
ぞ
れ
が
一
仕
鮮
に
は
名
宅
分
ら
ぬ
様
な
者
が
あ
っ
て
九
放
と
い
ふ
、

処
に
今
で
も
際
線
稼
い
で
家
を
大
き
〈
な

3
ぅ
、
子
孫
を
一
九
代
と
い
ふ
と
九
族
に
な
る
、
九
代
乞
経
る
之
、
顕
わ
ら

大
を
く
し
ゃ
う
と
ぎ
っ
て
競
殺
し
て
反
る
、
資
以
パ
シ
間
一
く
る
と
親
族

ιい
ふ
刃
も
の
が
、
此
彪
等
川
市
人
識
を
る
、
品
目
の

題
/
で
あ
ふ

1

1

慾
と
付
と
の
ニ
ッ
の
匁
に
駆
ら
れ
大
が
と
山
一
一
口
一
天
子
の
か
定
め
い
ド
は
i

親
王

3
ん
も
五
世
に
し
て
鋭
滋
舎

へ
ば
必
ホ
/
裏
面
仁
川
仏
之
そ
持
て
mm?ゐ
、
ぞ
れ
ぜ
家
放
の
繁
一
ふ
と
い
ふ
乙
と
に
な
っ
て
居
っ
て
、
高
刷
、
骨
組
、
組
尖
、

殖
す
る
の
色
、
昔
よ

ι一
一
一
放
、
五
族
、
一
九
族
j
L
山
一
一
口
っ
て
、
究
、
己
と
五
代
迄
は
妓
を
賜
は
っ
て
版
下
に
列
す
る
と
い

人
の
山
本
般
の
闘
が
q

め
る
i

闘
に
書
い
て
あ
る
)
そ
れ
は
ど
，
ー
か
乙
と
に
な
っ
ー
な
が
、
ゐ
れ
以
下
は
五
代
に
し
て
税
畿
を

ー

議

，

、

演

'

叶

'

I

ぃ

，

、

ー

'

a

'

Y

七，
H
a
}
4
1
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演

一

一

冶

二

一

る
、
そ
れ
が

ι一
先
は
家
族
同
士
ぶ
な
つ
〈
く
る
、
斯
う
い
は
、
必
ヂ
之
に
付
〈
縫
祐
を
生
b
〈
く
る
沙
も
の
で
あ
る
、

ふ
識
で
、
相
五
一
の
情
6
薄

Jvd
汁
/
て
(
る
、

t

九
代
川
内
そ
れ
が
/
り
推
せ
ば
1

林
誠
天
皇
よ

f

り
今
の
天
皇
陛
下
洛
百

に
~
ウ
ヅ
カ
リ
情
慾
を
漆
に
ず
み
と
、
千
人
以
上
の
子
孫
一
二
十
代
、
北
朝
を
入
れ
る
と
百
二
十
凶
代
官
遇
鴻
じ
て
日
仰

が
出
来
る
と
い
ふ
乙
ト
と
に
な
っ
〈
く
る
わ
ら
、
歴
史
は
必
…
る
が
、
比
中
に
は
系
闘
が
様
々
に
な
っ
て
居
る
が
、
親
子

安
九
代
十
代
の
聞
に
枇
舎
は
一
銭
ず
る
に
凡
そ
極
つ
北
宅
一
の
系
統
か
ら
ナ
る
と
六
十
八
代
が
、
が
?
の
天
皇
限
下
仁

の
で
あ
る
γ

何
性
わ
と
い
ふ
と
、
一
枇
舎
の
機
能
は
、
夫
婦
一
な
っ
て
居
る
ー
英
の
六
十
八
世
を
、
九
壮
三
推
す
と
ぺ
・
必

交
合
し
て
子
を
持
つ
、
子
孫
倣
抗
日
目
を
お
瓦
に
ω吉
、
そ
れ
一
ヅ
九
世
が
・
米
て
居
ふ
、
紳
式
天
皇
わ
ら
九
代
、
開
化
天
皇

、
が
翁
に
縦
一
縦
働
い
て
居
っ
て
、
段
々
家
族
が
次
第
仁
一
繁
昌
一
泡
は
、
何
と
も
書
い
て
似
…
…
い
が
、
仙
川
武
末
思
一
り
か
子
一
が
ー

し
て
く
る
が
、
九
代
に
な
る
と
、
夫
婦
が
子
を
持
っ
て
そ
一
今
の
例
を
以
て
推
す
と
、
千
人
以
上
に
な
っ
北
と
芯
は
れ

れ
が
千
人
以
上
に
な
っ
て
、
食
は
せ
る
乙
と
巴
凶
る
と
い
了
θ

、
そ
乙
で
幾
化
を
生
b
て
、
山
白
川
淵
慌
の
時
仁
改
革
の
事

ふ
乙
'
と
に
な
っ
て
く
る
、
必
ち
!
?
其
時
分
に
は
種
々
の
競
一
が
書
い
て
あ
る
、
ハ
ヅ
グ
コ
ジ
ア
ス
、
あ
れ
で
時
代
が
一

宇
が
起
っ
て
枇
舎
が
一
…
帰
一
す
る
、
文
郊
で
は
孔
子
が
蒋
秋
一
幾
し
柱
、
崇
峨
帝
わ
ら
九
代
を
経
る
と
、
雄
略
天
皇

ω勝

伝
導
い
て
、
十
二
会
三
日
凶
十
年
間
の
事
を
書
い
て
、
一
二
代
に
は
、
末
子

s

を
初
め
貴
族
が
段
々
一
繁
昌
す
る
、
業
中
に

百
附
十
年
の
聞
で
、
治
乱
興
ロ
の
理
は
是
で
議
出
戸
)
る
と
守
口
一
は
相
競
宰
し
て
所
謂
溺
の
肉
は
践
の
食
と
や
っ
大
乙
之
沿

ヴ
て
、
お
欧
で
は
占
一
口
う
て
居
る
、
十
二
役
二
百
凶
十
年
で
で
め
る
そ
乙
，
句
会
聞
に
予
を
配
っ
て
1

喰
仁
天
皇
に
な
っ
一
ベ
ー

議
定
〈
尽
か
が
、
九
代
が
都
合
に
依
る
と
、
二
百
七
十
年
一
か
ら
熊
襲
の
征
伐
、
蝦
夷
征
伐
を
や
っ
て
、

JJjう

ιべ
A

A
L

治安
G

る
、
徳
川
十
五
代
で
二
百
レ
七
十
年
、
モ
ウ
是
で
じ
{
岡
仁
レ
七
十
何
人
の
王
子
を
分
け
て
対
称

~ι
れ
北
!
と
)
守
j

d
i
一
数
以
来
て
居
ゐ
、
徳
川
氏
は
一
党
に
ふ
ヂ
ヤ
ン
に
な
っ
そ
れ
い
と
引
綴
い
て
段
々
予
を
附
け
て
、
勝
紳
慌
の
時
は
、

花
、
人
類
枇
舎
の
表
に
見
史
跡
の
大
局
面
と
、
か
ふ
も
の
様
々
の
説
、
よ
1

り
し
て
朝
鮮
の
前
半
島
に
迄
、
日
本
の
勢
カ
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を
及
ぼ
し
て
そ
れ
に
費
後
疑
絵
を
秘
附
け
ら
れ
花
、

3
う
伎
に
芯
く
名
容
の
位
地
十
}
一
興
へ
て
叫
ん
』
う
し
て
代
々
感

ιの

し
な
け
れ
ば
、
家
族
が
繁
殖
し
て
倒
土
保
つ
乙
と
が
、
出
家
に
な
3
う
と
い
ふ
慾
念
に
腕
ら
れ
て
守
が
ん
小
心
、
引
し
川

家
ぬ
か
ら
で
あ
る
、
そ
れ
か
ら
痛
切
天
皇
九
代
目
は
J

組
一
い
ふ
時
仁
な
る
と
天
子
の
方
が
負
け
る
、
之
を
西
洋
人
は

嘆
息
で
一
室
朝
の

A

初
で
あ
る
、
一
露
天
皇
は
九
世
一
銭
一
ジ
ミ
そ
れ
な
ζ

と
を
ム
一
一
口
う
て
之
宮
生
存
競
争
と
寄
っ
て

完
投
(
開
制
事
を
し
た
か
と
合
一
口
ヘ
ば
随
時
が
起
つ
犬
、
或
一
足
る
が
、
生
存
競
争
以
バ
シ
問
題
で
食
へ
な
い
か
ら
起
る

は
諜
奴
附
邦
に
依
て
自
殺
3
せ
る
、
そ
ん
な
と
と
で
雄
略
天
一
の
で
ゐ
る
、
日
本
の
方
は
生
を
て
居
る
乙
と
は
議
ま
挺

皇
の
後
昔
、
一
時
皇
統
一
が
絶
え
て
、
館
側
-
僚
の
時
に
王
子
…
ぃ
、
生
き
て
居
っ
て
情
慾
を
十
ハ
遂
げ
て

3
う
し
(
英
和

越
前
か
ち
迎
え
て
立
っ
た
、
が
英
一
後
税
一
徳
備
の
時
・

2二
果
、
持
つ
役
一
種
や
貨
を
ば
、
此
中
に
立
て
叉
-
も
普
く
し
ゃ

統
.
お
え
て
叉
、
天
-
智
天
皇
の
系
統
に
反
っ
て
、
そ
れ
か
…
う
と
い
ふ
慾
情
か
ら
、
銘
々
の
・
裂
と
カ
を
絞
っ
て
、
弱

栢
武
天
皇
-
に
・
1
っ
た
、
此
問
何
事
、
が
あ
っ
た
が
之
官
二
の
肉
は
抑
制
の
食
と
な
っ
て
、
恭
一
結
果
滋
に
徳
川
の
封
建
仁

ば
、
其
間
皇
族
が
繁
H

闘
を
し
て
互
に
院
嘩
を
し
て
、
相
殺
一
な
っ
て
仕
舞
っ
た
、
そ
れ
か
ら
推
し
て
く
ゐ
と
1

九
険
医

す
と
い
ふ
有
機
に
な
っ
て
ほ
の
''Q

、
・
そ
れ
か
ら
卒
城
天
皇
、
一
必
-
皮
掛
っ
て
享
保
受
孟
き
て
、
享
保
以
後
榔
町
民
一

ιじ

磁
天
皇
以
後
が
、
望
新
問
に
、
私
が
薬
師
事
堂
闘
い
了
今
夫
妻
菜
、
ま
だ
字
分
程
し
長
引
ら
ぬ
、

大
藤
原
氏
自
主
殺
の
宅
、
一
番
繁
昌
し
て
外
の
一
そ
れ
で
歴
史
の
跡
が
え
る
と
、
ま
夜
、

zi

者
は
段
、
々
突
削
減
っ
て
来
化
、
会
閣
の
領
地
を
取
っ
て
藤
一
援
も
下
の
総
て
の
芝
山
階
級
の
中
に
据
え
ら
れ
て
ト
路
上

原
誌
の
有
‘
に
な
っ
士
一
ベ
そ
れ
が
万
人
強
化
を
し
て
武
家
政
一
の
滅
を
両
県
っ
て
保
っ
て
属
、
な
が
鎗
寄
っ
て
生
存
競
争

ι

お
に
な
ふ
、
南
北
朝
時
代
が
あ
っ
て
、
徳
川
時
代
に
な
っ
一
言
は
な
(
も
ゃ
な
ち
ぬ
様
な
部
分
に
陥
っ
て
、
出
水
を
攻
め

J

べ
、
段
々
…
務
化
を
し
て
来
-t
の
で
あ
る
-
1
1

ぞ
れ
れ
は
何
の
潟
る
乙
と
が
出
来
ぬ
か
ら
、
ぞ
れ
ん
工
学
保
以
後
と
い
ら
も
の

u
i守
ヘ
ば
、
入
獄
が
繁
殖
も
て
山
本
放
が
出
来
、
父
、
基
本
は
、
日
本
会
闘
で
一
軒
の
総
保
が
あ
れ
ば
¥
次
男
は
替
寸

議一

F
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講

一

演

に

に
行
く
i

養
子
に
行
く
乙

ιの
出
来
ぬ
者
は
平
民
に
な
っ
京
都
わ
ら
大
阪
洛
往
来
す
る
と
、
一
日
に
'
百
一
剛
、
一
例
と
い

て
、
索
町
人

ιhrw姓
と
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
ふ
と
今
の
金
に
比
較
す
る
ι
!

と
十
回
に
な
る
、
八

W
雨
は
八

去
と
し
て
土
百
姓
に
な
ら
な
け
れ
、
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
次
回
刀
~
千
回
、
六
百
隔
は
六
千
閥
に
な
る
わ
ら
仕
方
、
が
無
い
、
乱

三
男
は
婚
姻
が
出
来
な
が
つ
な
、
婚
叫
し
た
所
が
家
が
立
一
恭
使
ぴ
に
・
使
っ
て

3
う
し
て
一
時
は
愉
快
で
あ
っ
花
が
、

っ
と
と
が
出
来
ぬ
、
十
石
と
か
何
十
石
と
か
、
ぞ
れ
が
鉱
山
一
凶
よ
J

り
詰
っ
て
ほ
泊
る
合
計
が

3
ラ
長
く
は
総
わ
ぬ
、
そ
れ

〈
て
食
ふ
乙
と
が
出
来
ぬ
、
ミ
フ
し
て
此
の
明
治
以
前
迄
一
で
一
苅
の
卒
保
以
後
の
誌
'
り
に
・
諮
っ
て
、
次
男
…
二
男
は
結
婚

保
っ
て
来
士
、
所
川
山
総
領
は
、
俄
ム
ソ
沼
畿
な
利
口
な
者
が
一

4
出
来
ぬ
と
い
ふ
時
代
と
阿
b
に
な
っ
校
、
其
時
代
じ
日

銀
い
次
男
一
一
一
男
は
利
口
な
者
、
だ
、
.
英
次
男
一
一
一
男
は
、
人
類
一
本
会
闘
の
人
民
は
、
二
千
五
六
百
一
ぬ
も
あ
っ
花
、
そ
れ
が

繁
織
機
能
の
普
遜
の
人
間
に
な
る
と
と
が
出
来
?
に
陸
史
↑
無
制
限
に
人
口
繁
殖
を
や
ら
か
し
化
か
ら
凡
そ
数
が
…
倍

の
裏
面
と
い
ふ
外
に
出
3
れ
て
、
楽
師
一
許
』
り
で
生
活
を

3
一
仁
な

JJK、
官
今
，
で
以
戒
侭
増
体
論
に
減
組
論
と
い
ふ
反

れ
て
居
る
か
ら
、
と
ん
な
乙
と
で
行
け
る
告
の
か
と
寄
っ
~
針
現
象
主
議
院
モ
争
は
な
く
岬
わ
や
な
ら
ぬ
が
、
地
俸
し
な
=

て
皆
一
奮
援
し
花
、
そ
れ
が
掌
王
様
夷
と
い
ふ
唱
の
に
な
っ
所
が
中
々
北
日
六
百
雨
と
い
ふ
綴
な
時
代
仁
一
附
復
す
る
乙
と

北
、
ム
一
一
口
ぴ
立
て
様
は
幾
ら
唱
あ
る
が
、
種
々
の
事
が
あ
つ
は
出
来
ぬ
、
‘
一
方
の
租
税
は
滅
b
て
-q外
の
唱
の
に
税
は
。

て
、
殺
3
れ
食
者
が
あ
る
が
窓
仁
、
替
市
都
政
府
を
仰
念
樹
幾
ら
も
掛
っ
て
く
る
、
コ
ヲ
い
ふ
様
に
諮
っ
文
の
は
、
附
帯

し
て
仕
舞
つ
北
、
次
男
三
男
が
良
い
月
給
を
誠
て
愉
快
吉
元
仰
の
潟
に
諮
っ
た
が
J
ζ

山
一
一
口
へ
ば
、
人
民
の
繁
殖
機
能
が

初
め
て
水
市
北
、
高
い
所
に
書
生
か
ら
飛
上
つ
花
、
共
一
時
波
准
し
北
潟
に
斯
ラ
な
つ
に
、
併
し
日
本
会
閥
五
千
潟
が
、

の
愉
快
之
い
ふ
唱
の
は
怖
し
い
唱
の
で
、
大
名
が
一
筒
月
食
ふ
仁
は
差
文
な
い
、
品
川
H

迩
に
し
て
、
食
慾
情
慾
を
資
制
仰

に
八
一
白
雨
、
月
給
八
一
白
商
業
次
が
ム
パ
一
百
雨
、
書
生
が
月
々
を
せ
・
?
に
居
れ
ば
い
け
る
が
、
そ
れ
を
賛
搬
を
し
ゃ
う
と

六
百
雨
‘
取
る
、
此
割
か
ん
ピ
刻
出
す
と
、
総
裂
を
取
る
の
下
い
ふ
な
ら
ば
、
中
古
・
に
繊
洲
だ
の
朝
鮮
、
だ
の
文
那
だ
の
ぷ
吊

..J.i' 
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惣
一
地
が
ゐ
る
か
ら
}
あ
す
と
へ
行
っ
て
働
く
と
、
叉
う
ま
れ
ど
宅
、
千
年
許
ん
前
の
大
会
な
大
防
波
放
を
起
す
と
い
ふ

い
飯
が
食
へ
る
と
い
ふ
希
認
で
行
く
人
が
み
る
、

3
ラ
す

x.布
製
』
を
魁
す
な
ら
ば
・
笠
い
だ
ら
う
が
、
日
足
以
お
勤
め
取
す

れ
ば
一
台
一
号
湾
人
の
内
一
一
一
分
の
つ
一
千
五
百
市
内
人
働
山
花

d
l
し
い
ふ
諜
で
無
い
が
、
先
づ
憾
史
の
裏
耐
の
お
話
す
れ
・

者
が
行
っ
て
仕
舞
っ
て
、
乙
つ
も
に
残
る
者
、
が
、
是
か
ら
二
叫
今
日
の
所
は
い
ご
う
し
て
弘
倣
2hJ
愉
快
な
時
世
で
な
い

働
い
て
食
は
な
匂
れ
ば
な
ら
ぬ
、
日
応
か
ら
の
人
以
男
女
共
一
館
総
骨
ル
し
折
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
時
抵
で
あ
t

り
ま
す
、

秘
、
ぎ
ぜ
、

3
う
し
て
外
に
出
て
刃
市
内
に
居
っ
て

q
共

稼

ぎ

一

(

二

月

五

日

史

的

時

舎

仁

於

て

)

で、

3
う
し
て
繁
殖
機
能
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
於
一

に
な
っ
て
居
る
、
是
は
諸
混

q
倣
税
考
へ
な
く
て
は
な
ら
一

ぬ
が
、
其
時
代
に
滋
み
込
ん
マ
、
西
洋
ょ
・
0
伶
程
賛
仰
怖
を
一

致
へ
ら
れ
て
、
電
燈
常
直
・
拡
は
便
利
だ
わ
ら
用
び
て
も
賞
一

い
が
、
一
反
対
、
襟
容
乞
ず
る
様
な
山
川
氏
絡
を
や

b
印
刷
る
と
、
一
号
一

仁
依
る
と
]
方
の
慾
を
慾
ヤ
る
之
、
情
を
滋
山
、
る
乙
と
は
↑

出
来
ぬ
と
い
ふ
形
に
な
っ
て
、
隆
史
の
ふ
求
…
聞
か
ら
豪
閣
を
~

貫
徹
し
て
行
く
と
と
が
出
来
な
い
機
に
.
な
・
6
は
せ
ぬ
か
と

い
ふ
鶏
使
ぴ
が
み
る
わ
ら
、
そ
れ
で
歴
史
の
裏
耐
と
い
ふ

と

ι
k償
問
問
に
出
し
て
、
諸
君
仁
是
丈
け
の
事
宮
御
性
意

申
し
て
置
く
か
ら
、
飴
}
り
名
器

vω
・
と
い
ふ
杭
υ

の
に
駆
ら
れ

て
、
無
用
の
事
に
馳
せ
?
に
~
飴
稜
謹
慎
し
て
夫
締
共
稼

ぎ
で
、
此
鹿
等
の
開
け
ぬ
所
に
1

紳
武
天
皇
は
ど
ラ
わ
な

様
、
'
波

)， rl，i 
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